
(57)【要約】

【課題】従来の構成では、低い周波数帯域で指向性がと

れないため、音声帯域の中で指向性を得られる帯域が高

い周波数帯域に限られるという課題を持つ。

【解決手段】互いに間隔をおいて配置された無指向性マ

イクロホン１、２と、マイクロホン毎にその出力信号に

対して周波数帯域に制限をかける低域通過フィルタ３と

、帯域制限された音声信号の音声信号レベルを検出する

信号レベル検出回路４と、マイクロホン１、２から出力

される音声信号を、信号レベル検出回路４から出力され

る係数に応じて、指向特性を変化させる指向性合成回路

５とを備えることにより、音声信号レベルが大きい場合

には、全帯域指向性を得ることができ、音声信号レベル

が小さい場合には全帯域の指向性を得られないものの無

指向性特性となるために音声信号のＳ／Ｎ比を改善する

ことができる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
同 一 直 線 上 に 互 い に 間 隔 を お い て 配 置 し た 複 数 の 無 指 向 性 マ イ ク ロ ホ ン と 、
前 記 複 数 の 無 指 向 性 マ イ ク ロ ホ ン が 出 力 す る 第 １ の 音 声 信 号 の 高 周 波 数 成 分 を 除 去 す る フ
ィ ル タ と 、
前 記 フ ィ ル タ が 出 力 す る 第 ２ の 音 声 信 号 の レ ベ ル を 検 出 す る 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 と 、
前 記 複 数 の 無 指 向 性 マ イ ク ロ ホ ン が そ れ ぞ れ 出 力 す る 第 １ の 音 声 信 号 を 、 前 記 間 隔 に 応 じ
て 遅 延 さ せ た 第 ３ の 音 声 信 号 を 出 力 す る 遅 延 器 と 、
前 記 複 数 の 無 指 向 性 マ イ ク ロ ホ ン の 配 置 に お け る 相 隣 接 す る 一 方 の 第 １ の 音 声 信 号 と 他 方
の 第 ３ の 音 声 信 号 と を 、 前 記 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 の 検 出 結 果 に 基 づ く 比 率 で 合 成 す る 加 算
器 と 、
前 記 加 算 器 が 出 力 し た 第 ４ の 出 力 信 号 の そ れ ぞ れ の 周 波 数 特 性 を 、 前 記 信 号 レ ベ ル 検 出 回
路 の 検 出 結 果 に 応 じ て 補 正 す る 周 波 数 特 性 補 正 回 路 と を 備 え た 音 声 信 号 処 理 装 置 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ビ デ オ カ メ ラ や ボ イ ス レ コ ー ダ な ど に 内 蔵 さ れ る 音 声 信 号 処 理 装 置 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 例 え ば ビ デ オ カ メ ラ に 使 用 さ れ る マ イ ク ロ ホ ン な ど で は 、 複 数 の マ イ ク ロ ホ ン ユ
ニ ッ ト を 使 用 し 、 指 向 性 特 性 を 生 成 す る よ う な マ イ ク ロ ホ ン 装 置 が 使 用 さ れ て い る 。 （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
　 以 下 、 従 来 の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ７ は 従 来 の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 従 来 の マ イ ク ロ ホ ン 装
置 に お い て 、 全 て 無 指 向 性 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト で あ る ユ ニ ッ ト ６ １ 、 ユ ニ ッ ト ６ ２ 、 ユ
ニ ッ ト ６ ３ は 、 ユ ニ ッ ト ６ １ と ユ ニ ッ ト ６ ２ と の 間 隔 と 、 ユ ニ ッ ト ６ ２ と ユ ニ ッ ト ６ ３ と
の 間 隔 が そ れ ぞ れ ｄ と な る よ う に 、 同 一 直 線 上 に 配 置 さ れ る 。 ハ イ パ ス フ ィ ル タ ６ ４ の カ
ッ ト オ フ 周 波 数 を ｆ １ と し 、 ハ イ パ ス フ ィ ル タ ６ ５ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 を ｆ ２ と し て 、 ｆ
１ を ｆ ２ よ り も 高 い 周 波 数 に 設 定 す る 。 ハ イ パ ス フ ィ ル タ ６ ４ を 用 い て ユ ニ ッ ト ６ １ の 出
力 信 号 の 低 周 波 成 分 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 ハ イ パ ス フ ィ ル タ ６ ５ を 用 い て ユ ニ ッ ト ６ ２ の 出 力 信 号 の 低 周 波 成 分 を 除 去 し 、
ハ イ パ ス フ ィ ル タ ６ ５ の 出 力 信 号 を 、 移 相 器 ６ ８ を 用 い て ユ ニ ッ ト 間 隔 ｄ に 応 じ た 移 相 遅
れ を 施 し た 後 、 減 算 器 ７ ０ を 用 い て ハ イ パ ス フ ィ ル タ ６ ４ の 出 力 信 号 よ り 減 算 す る 。 減 算
器 ７ ０ の 出 力 信 号 は 、 ｆ １ 以 下 の 周 波 数 帯 域 で は 無 指 向 性 、 ｆ １ 以 上 の 周 波 数 帯 域 で は １
次 音 圧 傾 度 型 単 一 指 向 性 と な る 。 同 様 に 、 ユ ニ ッ ト ６ ２ 、 ユ ニ ッ ト ６ ３ 、 カ ッ ト オ フ 周 波
数 が ｆ １ で あ る ハ イ パ ス フ ィ ル タ ６ ６ 、 カ ッ ト オ フ 周 波 数 が ｆ ２ で あ る ハ イ パ ス フ ィ ル タ
６ ７ 、 移 相 器 ６ ９ 、 減 算 器 ７ １ を 用 い て 、 ｆ １ 以 下 の 周 波 数 帯 域 で は 無 指 向 性 、 ｆ １ 以 上
の 帯 域 で は １ 次 音 圧 傾 度 型 単 一 指 向 性 と な る 信 号 を 得 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 ハ イ パ ス フ ィ ル タ ７ ２ を 用 い て 減 算 器 ７ ０ の 出 力 信 号 の 低 周 波 成 分 を 除 去 し た 後
、 減 算 器 ７ ３ を 用 い て ハ イ パ ス フ ィ ル タ ７ ２ の 出 力 信 号 と 減 算 器 ７ １ の 出 力 信 号 の 差 信 号
を と る こ と に よ っ て 、 ｆ １ 以 下 の 周 波 数 帯 域 で は 無 指 向 性 、 ｆ １ 以 上 の 周 波 数 帯 域 で は ２
次 音 圧 傾 度 型 単 一 指 向 性 と な る マ イ ク ロ ホ ン を 得 る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ４ ５ ９ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 構 成 で は 、 低 い 周 波 数 帯 域 で は 指 向 性 が と れ て い な い た め 、
音 声 帯 域 の 中 で 指 向 性 を 得 ら れ る 帯 域 が 高 い 周 波 数 帯 域 に 限 ら れ る と い う 課 題 を 持 つ 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 入 力 さ れ る 音 声 信 号 レ ベ ル の 大 き い と き に
は 全 音 声 信 号 帯 域 で 指 向 性 を 得 る と と も に 、 入 力 さ れ る 音 声 信 号 レ ベ ル が 小 さ い と き に は
低 域 で の 指 向 特 性 を な く す こ と に よ り 、 Ｓ ／ Ｎ 比 を 改 善 す る 音 声 信 号 処 理 装 置 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の 音 声 信 号 処 理 装 置 は 、 互 い に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ
た 複 数 の 無 指 向 性 マ イ ク ロ ホ ン と 、 前 記 無 指 向 性 マ イ ク ロ ホ ン 毎 に 、 出 力 さ れ る 音 声 信 号
の 周 波 数 帯 域 に 制 限 を か け る 低 域 通 過 フ ィ ル タ と 、 前 記 帯 域 制 限 さ れ た 音 声 信 号 の レ ベ ル
を 検 出 す る 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 と 、 前 記 無 指 向 性 マ イ ク ロ ホ ン が 出 力 す る 音 声 信 号 を 、 前
記 音 声 信 号 の レ ベ ル に 応 じ て 、 そ の 指 向 特 性 を 変 化 さ せ る 指 向 性 合 成 回 路 と を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 構 成 に よ り 、 信 号 レ ベ ル の 大 き い 際 に は 全 音 声 帯 域 で 指 向 性 を 得 る こ と
が で き 、 か つ 信 号 レ ベ ル が 小 さ く な っ た 際 に は 低 い 周 波 数 領 域 を 無 指 向 性 に す る こ と に よ
っ て 、 音 声 信 号 の Ｓ ／ Ｎ 比 を 改 善 す る こ と が 可 能 で あ る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 音 声 信 号 処 理 装 置 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 装 置 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 音 声 信 号 処 理 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 図 １ に お い て 、 １ 及 び ２ は 無 指 向 性 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト 、 ３ は マ イ ク ロ ホ ン １
、 ２ か ら 出 力 さ れ る 音 声 信 号 を マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト 毎 に そ の 周 波 数 帯 域 に 制 限 を か け る
低 域 通 過 フ ィ ル タ 、 ４ は 帯 域 制 限 さ れ た 音 声 信 号 の 音 声 信 号 レ ベ ル を 検 出 し 、 音 声 信 号 の
レ ベ ル に 応 じ た 係 数 を 出 力 す る 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 、 ５ は マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト １ 、 ２ か
ら 出 力 さ れ る 音 声 信 号 に よ り 、 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 ４ か ら 出 力 さ れ る 係 数 に 応 じ て 、 指 向
特 性 を 変 化 さ せ て 指 向 性 を 生 成 す る 指 向 性 合 成 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 の 構 成 要 素 か ら な る 音 声 信 号 処 理 装 置 に つ い て 、 各 構 成 要 素 の 関 係 と そ の 動 作 を 、
図 １ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト １ 、 ２ は 、 そ れ ぞ れ 無 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト で あ る 。 そ
れ ぞ れ の マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト の 出 力 は 、 低 域 通 過 フ ィ ル タ ３ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 低 域 通 過 フ ィ ル タ ３ は 、 例 え ば 図 ２ に 示 す 回 路 で 構 成 さ れ て お り 、 ２ １ は 遅 延 器 、 ２ ２
、 ２ ３ は 乗 算 器 で あ り 、 ２ ａ は 音 声 信 号 入 力 端 子 、 ２ ｂ は 帯 域 分 割 さ れ た 音 声 信 号 の 出 力
端 子 で あ る 。 ２ ａ か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 は 、 こ の 低 域 通 過 フ ィ ル タ 回 路 を 通 過 さ せ る こ
と に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う な 低 域 の 音 声 信 号 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す 回 路 の 場 合 、 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト ２ に 入 力 さ れ 、 低 域 通 過 フ ィ ル タ ３ か ら
出 力 さ れ る 音 声 信 号 は 、 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 ４ へ 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 ４ で は 、 低 域 通 過 フ ィ ル タ ３ か ら の 出 力 レ ベ ル に 応 じ て 、 図 ５ に 示
す よ う な 係 数 (α )を 出 力 す る 。 例 え ば 、 係 数 α は
　 　 ０ 　 ≦ 　 α 　 ≦ 　 １
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の 範 囲 で 変 化 す る よ う に 設 計 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ に 示 す 特 性 の 場 合 、 入 力 さ れ た 音 声 信 号 の レ ベ ル が 大 き い 場 合 に は 、 係 数 α は 大 き
く な り （ １ に 近 づ く ） 、 音 声 信 号 レ ベ ル が 小 さ い 場 合 に は 係 数 α が 小 さ く な る （ ０ に 近 づ
く ） よ う に 設 定 さ れ て い る 。 図 ５ で は 、 信 号 レ ベ ル に 応 じ て 係 数 α は 折 れ 線 で 示 す よ う に
変 化 を し て い る が 、 直 線 で 変 化 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 で 、 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト １ 、 ２ よ り 入 力 さ れ た 音 声 信 号 は 、 指 向 性 合 成 回 路 ５ に
入 力 さ れ る 。 図 ３ は 、 指 向 性 合 成 回 路 ５ の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ３ １ は マ イ ク ロ
ホ ン ユ ニ ッ ト １ 及 び ２ に 入 力 さ れ た 音 声 を マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト １ 、 ２ の 間 隔 に 応 じ た 遅
延 量 だ け 遅 延 さ せ る 遅 延 器 、 ３ ２ は 遅 延 器 ３ １ か ら の 出 力 に 、 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 ４ か ら
出 力 さ れ る 係 数 α を 乗 算 す る 乗 算 器 、 ３ ３ は 加 算 器 、 ３ ４ は 音 声 信 号 の 周 波 数 特 性 を 一 定
に 補 正 す る 周 波 数 補 正 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 周 波 数 補 正 回 路 ３ ４ の 動 作 に つ い て 、 図 ６ お よ び 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 音 声 出 力
端 子 ６ に お い て 、 係 数 α の 値 が 大 き い 場 合 (α ＝ １ の 時 )は 、 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト １ の 出
力 か ら マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト ２ の 音 声 を 遅 延 さ せ た も の を そ の ま ま 減 算 す る こ と に よ り 、
周 波 数 特 性 補 正 回 路 ３ ４ へ の 信 号 入 力 は 、 図 ６ の ６ ａ に 示 す よ う な 特 性 の 音 声 出 力 を 得 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 逆 に 係 数 α の 値 が 小 さ い 場 合 (α ＝ ０ の 時 )は 、 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト １ の 出 力 音 声 か ら
マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト ２ の 音 声 が 全 く 減 算 さ れ な い こ と に な り 、 無 指 向 性 マ イ ク で あ る マ
イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト １ の 出 力 が そ の ま ま 出 力 さ れ る た め に 、 そ の 特 性 は 図 ６ の ６ ｂ に 示 す
よ う な 平 ら な 周 波 数 特 性 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 周 波 数 特 性 の 変 化 は 、 係 数 α に 応 じ て 変 化 を す る た め 、 周 波 数 特 性 補 正 回 路 ３ ４ は
、 周 波 数 特 性 を 保 つ た め に 係 数 α に 応 じ て 図 ７ に 示 す よ う な 補 正 を か け る 。 す な わ ち 係 数
α の 値 が 大 き い 場 合 （ α ＝ １ の 時 ） は 、 図 ７ の ７ ｂ に 示 す よ う に 周 波 数 に 応 じ た 入 力 信 号
の 補 正 は 行 わ ず 、 係 数 α の 値 が 小 さ い 場 合 （ α ＝ ０ の 時 ） は 、 図 ７ の ７ ａ に 示 す よ う な 補
正 を 行 う こ と に よ っ て 、 係 数 α の 値 に 関 わ ら ず 、 音 声 信 号 の 周 波 数 特 性 を 保 つ こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 回 路 に お い て 、 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 ４ か ら 出 力 さ れ る 係 数 α の 値
に 応 じ て 、 音 声 出 力 端 子 ６ 、 ７ に 出 力 さ れ る 指 向 性 が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 音 声 出 力 端 子 ６ に お い て 、 係 数 α の 値 が 大 き い 場 合 (α ＝ １ の 時 )は 、 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ
ッ ト １ の 出 力 か ら マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト ２ の 音 声 を 遅 延 さ せ た も の を そ の ま ま 減 算 す る こ
と に よ り 、 音 声 出 力 端 子 ６ の 信 号 出 力 は 図 ８ に 示 す よ う な 特 性 の 音 声 出 力 を 得 る こ と が で
き る 。 こ れ は 、 遅 延 器 ３ １ で の 遅 延 量 を マ イ ク ロ ホ ン 間 の 距 離 を 音 声 が 到 達 す る 時 間 分 と
同 等 と す る と 、 指 向 軸 反 対 側 に 配 置 さ れ た マ イ ク ロ ホ ン に 入 力 さ れ る 音 声 が 、 指 向 軸 正 面
に 配 置 さ れ た マ イ ク ロ ホ ン に 入 力 さ れ る 音 声 信 号 と 全 く 同 じ も の と な り 、 減 算 し た 結 果 が
理 想 的 に は 「 ０ 」 と な り 、 指 向 軸 反 対 側 か ら 入 力 さ れ る 音 声 に 関 し て は 、 音 声 出 力 端 子 に
出 力 さ れ な い こ と に な る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ８ に お い て 、 ８ ａ は 指 向 性 の 指 向 軸 正 面 の 周 波 数 特 性 を 、 ８ ｂ は 指 向 性 の 指 向 軸 背 面
の 周 波 数 特 性 を 示 し て お り 、 全 周 波 数 帯 域 で 指 向 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 逆 に 係 数 α の 値 が 小 さ い 場 合 (α ＝ ０ の 時 )は 、 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト １ の 出 力 音 声 か ら
、 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト ２ の 音 声 が 全 く 減 算 さ れ な い こ と に な り 、 遅 延 器 ３ １ の 配 置 さ れ
て い な い 側 、 つ ま り 指 向 軸 正 面 側 マ イ ク ロ ホ ン に 入 力 さ れ る 音 声 （ 無 指 向 特 性 ） が 、 そ の
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ま ま 出 力 さ れ る こ と に な り 、 指 向 性 が 取 れ な く な る 。 そ の 特 性 は 図 ６ の ６ ｂ に 示 す よ う な
平 ら な 周 波 数 特 性 と な り 、 周 波 数 特 性 補 正 回 路 ３ ４ に よ り 、 図 ７ の ７ ａ に 示 す よ う な 補 正
を 行 う こ と に よ っ て 、 音 声 出 力 端 子 ６ の 信 号 出 力 は 図 ９ に 示 す よ う な 特 性 の 音 声 出 力 を 得
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ９ に お い て 、 ９ ａ は 指 向 性 の 指 向 軸 正 面 の 周 波 数 特 性 を 、 ９ ｂ は 指 向 性 の 指 向 軸 背 面
の 周 波 数 特 性 を 示 し て お り 、 高 域 で は 指 向 性 を 有 し 低 域 で は 無 指 向 性 と な る 特 性 の 音 声 信
号 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 ４ か ら 出 力 さ れ る 係 数 α の 大 き さ に 応 じ て 低 域 の 指 向 性
を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト １ 、 ２ よ り 入 力 さ れ る 音 声 信 号 レ ベ ル が
大 き い 場 合 に は 、 全 帯 域 指 向 性 を 得 る こ と が で き 、 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト １ 、 ２ よ り 入 力
さ れ る 音 声 信 号 レ ベ ル が 小 さ い 場 合 に は 全 帯 域 の 指 向 性 を 得 ら れ な い も の の 無 指 向 性 特 性
と な る た め に 音 声 信 号 の Ｓ ／ Ｎ 比 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 例 で は マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト を ２ 個 使 用 し た 場 合 に つ い て 記 載 し た が 、 ３ 個 以 上
の マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト を 使 用 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 生 成 さ れ る 指 向 特 性 に 関 し て ス テ レ オ 特 性 に つ い て 記 載 し て い る が 、 こ れ 以 外 の
特 性 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 音 声 信 号 処 理 装 置 は 、 ビ デ オ カ メ ラ 等 の 音 声 信 号 収 音 装 置 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 音 声 信 号 処 理 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 低 域 通 過 フ ィ ル タ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 指 向 性 合 成 回 路 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 低 域 通 過 フ ィ ル タ 回 路 の 出 力 信 号 を 示 す 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 音 声 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 が 出 力 す る 係 数 変 化 の イ
メ ー ジ を 示 す 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 周 波 数 特 性 補 正 回 路 へ の 入 力 信 号 を 示 す 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 周 波 数 特 性 補 正 回 路 の 係 数 に よ る 補 正 の イ メ ー ジ
を 示 す 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 音 声 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 が 出 力 す る 係 数 が 大 き い
場 合 の 指 向 性 合 成 出 力 の 周 波 数 特 性 の イ メ ー ジ を 示 す 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 音 声 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路 が 出 力 す る 係 数 が 小 さ い
場 合 の 指 向 性 合 成 出 力 の 周 波 数 特 性 の イ メ ー ジ を 示 す 図
【 図 １ ０ 】 従 来 の 音 声 信 号 処 理 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 、 ２ 　 無 指 向 性 マ イ ク ロ ホ ン ユ ニ ッ ト
　 ３ 　 低 域 通 過 フ ィ ル タ
　 ４ 　 信 号 レ ベ ル 検 出 回 路
　 ５ 　 指 向 性 合 成 回 路
　 ６ 、 ７ 　 音 声 出 力 端 子
　 ３ １ 　 遅 延 器
　 ３ ４ 　 周 波 数 特 性 補 正 回 路
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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